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Abstract:  This paper introduces some GIS research in Poland based on information collected at five Polish

organizations in October 1998. Despite social and economical differences from western developed counties, many

Polish geographers began applying GIS to environmental studies during the last several years with some very fruitful

outcomes. GIS will do much for the progress of geographical research in Poland.
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社会主義経済から資本主義経済への移行の結果，

東欧における科学研究の様相は急変しており，コ

ンピュータ等のハイテク機器を利用する機会が増

加している．それでは，現在GISは東欧でどの程度

普及し，どのように評価されているのだろうか？

北米や西欧におけるGISの現状は日本でも良く知ら

れているが，東欧のGISに関する情報は少ない．

筆者は1998年の10月に，文部省科学研究費国際

学術研究（代表：法政大学　山本　茂教授）のメ

ンバーとしてポーランドを訪れ，GISに関わる研究

機関と行政機関をいくつか訪問した．その際に得

た情報に基づき，ポーランドにおけるGISの現状に

ついて簡単に紹介する．
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2.1. Remote Sensing and Spatial Information Centre,

Institute of Geodesy and Cartography

　本センターは首都ワルシャワにある国立の行

政・研究機関である．日本のRESTECと類似点が

多く，Landsatなどの衛星画像の販売と，画像を活

用した研究を行っている．所長のA. Ciolkosz教授

によると，本センターは他の地理学関係の国立機

関に比べて研究活動に重点をおいている．

　このセンターでは進行中のさまざまなプロジェ

クトを見せていただいたが，その主要なものは，

リモートセンシングによる土地の農業生産力の評

価である．ポーランドは伝統的農業国であるが，

西欧諸国に比べて農業の集約性が低いため，市場

では不利な立場におかれている．このため，生産

力の低い耕地を他の用途に転換し，農業の集約性

を高める政策を進めている．この政策との関連で，

リモートセンシングによる耕地の植生の時系列調

査が行われている（Gruszczynska et al., 1998など）．

本研究では，ERDAS Imagine等による画像解析と

ともに，カナダの研究機関が開発したExtensionに

よりカスタマイズされたArcViewが用いられていた．



　また，本センターはEUの土地分類プロジェクト

（CORINE）に参加しているため，Landsat TMデー

タ，SPOTデータ，空中写真に基づく土地分類図を

作成している．この作業の担当者S. Lewinski博士

によると，CORINEのレベル３に対応する1:100,000

のデジタル土地分類図はポーランド全土について

完成しているが，レベル４に対応する1:50,000の分

類図は，凡例が詳細になるため，まだ一部の地域

しか整備されていない．また，Lewinski博士は衛

星画像を利用した地図を各種作成しているものの，

その市販は困難とも述べていた．その原因は，地

図を販売している業者や書店が，新種の地図に興

味を示さない点にあるという．日本ではランドサ

ット・マップの類が市販されていると伝えると，

ポーランドでは経済活動の多様性が理解されにく

いという言葉が返ってきた．

　本センターは，筆者が今回訪問した機関の中で

は設備面で最も充実しており，写真測量用のデジ

タル図化機やGIS用のワーク・ステーションは，日

本の研究機関のものと大差がないと思われた．

2.2. Department of Geography, Polish Academy of

Science

　ワルシャワにある本機関は，ポーランドの地理

学（特に人文地理学）における中心的な研究所で

ある．ここでは所長のP. Korcelli教授を含む6名の

研究者と会うことができたが，彼らの大半はGISに

は依存しない伝統的手法で研究を進めていた．し

かし，1994年の組織改編以降，一部のプロジェク

トではGISが活用されている．その一例は，ポーラ

ンドのナショナル・アトラス（Polish Academy of

Science, 1995）の作成である．本アトラスは，自然

と社会に関わる1098枚の基本図と主題図を収録し

ており，装丁や印刷の質も良好である．アトラス

の編集に携わったJ. Ostrowski氏によると，今回収

録された地図の一部はGISを用いて作成された．作

業に使われたソフトウエアは主にMapInfoであり，

主要なGISソフトウエアの中で唯一ポーランド語版

が存在するために，現在最も普及しているという．

一方，本機関のW. Pomianowski氏は，AVISOとい

うポーランド語のGISソフトウエアを独自に開発す

るとともに，上記のアトラスのデジタル版を現在

整備しているが，彼に会う機会は得られなかった．

　ところで，ポーランドでは1999年1月に県が再編

され，行政界が大きく変化した．このため，県単

位で集計されていた図は，一夜にして古いものに

なってしまった．Ostrowski氏は，新しい行政界を

記した透明なシートをアトラスの地図に重ねなが

ら「さっそくこれを作ることになった」と苦笑し

ていた．

2.3. Institute of Physical Geography, Adam

Mickiewicz University

本機関はポーランド中部のポズナンに位置する．

ポーランドを代表する地形学者L. Starkel教授によ

ると，本機関における自然地理学の研究技術は，

ポーランドでは最もハイレベルである．それを裏

付けるように，この機関ではGISがさまざまな研究

で取り入れられていた．たとえば，リモートセン

シングを専門とするJ. Cierniewski教授は，フラン

スの研究者と共同で行っている土壌のbidirectional

reflectanceに関する先端的研究（Cieniewski et al.,

1996など）を紹介してくれた．また，M. Mazurek

博士とA. Stach博士は，河川地形や風食地形の調査

結果の整理と図示にGISを積極的に活用していた．

博士らが説明の際に用いた大判ポスターは，DTP

の技術とプロッターを用いて作成した美しいもの

で，先進国でのプレゼンテーションと全く変わら

なかった．また，この種の画像の作成と印刷は，

支援職員がいる専用のラボで行われていた．

このような本機関の先端性は，若手のGIS研究を

強く奨励しているA. Kostrzewiski教授と，GISとイ

ンターネットの普及を精力的に進めている Z.

Zwolinski博士に負うところが大きい．Zwolinski博

士が作成したポーランド地形学学会のWebサイト

“ Virtual Geomorphology"（ http://main.amu.edu.pl/

~sgp/gw/gw1.htm）は，合衆国でも大きな注目を集

めた（Butler and Zwolinski, 1996）．筆者もこのサ

イトを見たことがあり，彼との面会を楽しみにし

ていたが，残念ながら彼は外出中であった．



本機関に隣接する社会経済地理学研究室には，

親日派のT. Chezy教授がいる．Chezy教授によると，

ポーランドではGISというと自然地理学のイメージ

が強く，人文地理学では導入が遅れている．しか

し，会話を続けるうちに，Chezy教授はKrigingなど

のgeostatiticsを研究に活用していることが判明した．

Chezy教授に「これはGISの内容ですね」と言うと，

嬉しそうな反応が返ってきた．

2.4. Departmenr of Geomorphology and Hydrology

of Mountains and Uplands, Polish Academy of

Science

ポーランド南部のクラクフにある本研究所は，L.

Starkel教授らが推進しているVistula河谷の地形研

究により，国際的に有名である．ここでは，GISの

導入に熱心な若手研究者P. Prokop氏と話をするこ

とができた．Prokop氏はGISデータの誤差に関する

検討を行っており，1998年5月にグダンスク大学で

開催された環境科学とGISに関するシンポジウムで

発表した論文（Prokop, 1998）を示しながら，研究

内容を説明してくれた．このシンポジウムの論文

集（Kistowski ed., 1998）は28編を収録しており，

本文はポーランド語であるが英語の要約も掲載さ

れている．論文の内容はGISの先進国よりも数年遅

れている感じがしたが，基礎理論から応用まで多

様なテーマが扱われていることに驚かされた．

Prokop氏はオランダの ITC（ International Institute

for Aerospace Survey and Earth Sciences）に留学して

GISを学んだため，ITCが作成したGISソフトILWIS

を持ち帰って利用している．ITCではポーランドを

まだ発展途上国に分類しているため，Prokop氏の

留学経費の大半をITCが負担してくれたという．本

研究所には，若手のProkop氏以外にはGISの研究者

がほとんどいないため，コンピュータ等の設備は

充実しておらず，他のGISソフトウエアもほとんど

ない．そのような状況の中で，ILWISを最大限に

利用して研究を行っているProkop氏の姿勢は印象

的であった．Prokop氏は，同じような境遇にある

ポーランドの研究者は，安価で多機能なGISソフト

IDRISIを使っていると語っていた．

2.5. Institute of Geography, Jagiellonian University

クラクフにあるヤギロエ大学は，14世紀に設立

された古い大学として有名である．この大学の地

理学教室には，GISに関する多様な研究を行ってい

るW. Widacki教授の研究室がある．ここでは，衛

星画像を用いた山地植生の研究や，等高線データ

からDEMを作成する過程等を見せていただいたが，

もっとも興味深かったのは"EnviroGIS"というCD-

ROM（Jagiellonian University et al., 1998）のデモで

あった．これは，Widacki教授のグループと，

Manchester Metropolitan UniversityおよびUniversity

of Salzburgが共同で作成した教育用のCD-ROMで，

筆者が訪問する直前に完成したという．本CD-ROM

には，生態学・気候学・地形学・廃棄物処理など

に関する6つのケース・スタディが収録されている．

内容の閲覧はWebブラウザで行い，利用者はリン

クをたどりながら各例の内容を順次理解するよう

になっている．また，主要な専門用語には内容説

明のページへのリンクが設置されているため，GIS

の基礎概念の修得にも役立つ．さらに，ケース・

スタディに関するIDRISIもしくはArcView用のデー

タ・ファイルが添付されているため，GISソフトを

実際に手元で動かしながら，内容の理解を深める

こともできる．

このCD-ROMの作成には，Widacki教授のほかに，

同じ研究室のJ. Kozak博士と，大学院生のI. Karon

氏が重要な貢献をしている．Kozak博士はポーラン

ド南部の山地における植生・気候・地形について，

DEMと衛星画像を用いた研究を行っており（Kozak,

et al. 1995など），その成果は2つのケース・スタ

ディで紹介されている．また，マルチメディアを

専門とするKaron氏が中心となって作成したインタ

ーフェイスは，教育用という用途に適した，わか

りやすいものである．マルチメディアやバーチャ

ル・リアリティの概念は，ポーランドでは普及が

遅れているようだが，Karon氏はWebページなどを

通じて諸外国の動向を常に追っているという．ま

た，Karon氏はこの分野に関する諸概念とインター

ネットの役割について，上記の環境科学とGISに関

するシンポジウムで発表している（Karon, 1998）．
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今回の訪問を通じて，ポーランドではGISの重要

性が意外なほど認知されており，複数の機関が多

様な試みを行っていることが理解できた．とりわ

け，環境科学への応用に強い関心が向けられてい

た．一方，施設の充実度には偏りがあり，先進国

並の良い設備を持つ機関もあるが，設備がわずか

しかない機関もある．ポーランドはまだ経済的混

乱の中にあるため，大学や国立研究所の予算は不

十分である．そのうえ，資本主義経済の導入以降，

研究者は給与の面でも冷遇されている．このため，

大学や研究機関に優秀な人材が集まらなくなって

いる．このような状況を憂う地理学者たちは，学

生や社会の関心を引きつけつつあるGISに，大きな

期待を寄せている．たとえば，前記の論文集

（Kistowski ed., 1998）の巻頭言には，次の一文が

記されている．

The organisers hope that all depressed and pessimistic

geographers will recognise that even in the deepest

darkness there is a little spot of light, GIS.

GISを専攻する者にとって，このような記述に出

会うのは嬉しいものである．しかし，“a little spot of

light"という表現は，少々消極的と思われる．今回

の訪問を通じて，ポーランドのGISはすでに大きな

意義を持っているように感じられた．
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